
Ａ　高齢者福祉

分類番号 VHS DVD タイトル サブタイトル 企画 製作 制作年度 時間（分） 内容

Ａ００１ ○
在宅介護の仕方第1巻介護
する心構え

ｷﾝｸﾞﾚｺｰﾄﾞ㈱ 1994 22
・介護を受ける身になって　・プライドを傷つけない　・生活にリズムを、張りのある
生活を　・介護者の健康管理　・自治体のサービス利用

Ａ００２ ○
在宅介護の仕方第２巻日常
生活の介護（１）

ｷﾝｸﾞﾚｺｰﾄﾞ㈱ 1994 26 ・環境づくり　・排泄の世話　・睡眠

Ａ００３ ○
在宅介護の仕方第３巻日常
生活の介護（２）

ｷﾝｸﾞﾚｺｰﾄﾞ㈱ 1994 21 ・食事の世話　・移動の世話　・入浴の世話

Ａ００４ ○
事例で学ぶ在宅介護の実際
①

中央法規出版 1996 19 寝たきり予防と介護の心がまえ

Ａ００５ ○
事例で学ぶ在宅介護の実際
②

中央法規出版 1996 25 移動の基本

Ａ００６ ○
事例で学ぶ在宅介護の実際
③

中央法規出版 1996 19 清潔を保つ

Ａ００７ ○
事例で学ぶ在宅介護の実際
④

中央法規出版 1996 18 食事介護の基本

Ａ００８ ○
事例で学ぶ在宅介護の実際
⑤

中央法規出版 1996 20 福祉用具の活用と暮らしやすい住宅改造

Ａ００９ ○ 寝たきり老人ゼロ作戦
①寝たきり老人ゼロをめざし
て

NHKｿﾌﾄｳｪｱ 2000 30

西暦2000年には日本の寝たきり老人の数が百万人と言われるなか、ヨーロッパで
はほとんど寝たきり老人は存在しないと言う。事実ならば、日本の何が大量の寝た
きりを作り出したのだろう？日本社会独特のいたわりのこころが寝たきり老人を生
み出す結果となった。いま、寝たきり

Ａ０１０ ○ 寝たきり老人ゼロ作戦 ②生きる意欲を支えるもの NHKｿﾌﾄｳｪｱ 2000 30
リハビリという長い道程に参加している療法士、看護婦、医師、保健婦、そして何よ
りも家族の暖かな励ましが老人の生きようとする心の灯を点し続ける。

Ａ０１１ ○ 寝たきり老人ゼロ作戦 ③地域ケアの実現 NHKｿﾌﾄｳｪｱ 2000 30
広島県御調町で行われている「地域ケア」。地域社会が連携して、悩める家族を支
えた。そのノウハウの全て！

Ａ０１２ ○ おっと危ない！ ーお年寄りの住まいの事故ー ㈱読売映画社 15
家庭内におけるお年寄りの事故を未然に防ぐには、どうしたら良いかをドラマ仕立
てでわかりやすく紹介。

Ａ０１３ ○
おじいちゃんが階段をおりる
とき

－明るい長寿社会をめざして
－

栃木県 ㈱共同ﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ 39

真に長寿社会を喜びあえる社会を築くためには、高齢社会とはどのような社会なの
かを認識すると共に、高齢者と「共に生きよう」とする心が重要です。そのために自
分達ができることは何かを考え、元気に活動している高齢者を改めて見直し、自分
たちの将来について考える。

Ａ０１４ ○ 老いをすこやかに 国民健康保険中央会 岩波映画製作所 1993 40
障害のある人たちが施設で生活している。ボケにならないためにはどうしたらよい
のかなどを紹介。

Ａ０１５ ○ 老年期をどう生きるか ー心の健康ー ㈱桜映画社 33
「老年期を迎える心の準備をどうするか」「明るい老年期をどう生きるか」等の話し
合いの資料としてご活用ください。
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Ａ　高齢者福祉

分類番号 VHS DVD タイトル サブタイトル 企画 製作 制作年度 時間（分） 内容

Ａ０１６ ○ 心がうごけば身体も動く　上 リハビリを楽しく 老人介護研究会 ㈱ﾃｯｸ映像ｱｶﾃﾞﾐｰ 30
スタンディングテーブル、スゴロクゲーム、黒板ゲーム、風船バスケット、付録（評
価）の実際。

Ａ０１７ ○ 心がうごけば身体も動く　下 リハビリを楽しく 老人介護研究会 ㈱ﾃｯｸ映像ｱｶﾃﾞﾐｰ 30 ふれあいボール、百人一首、競馬ゲーム、風船バレーの実際。

Ａ０１８ ○ リズム体操 心と体のビタミン体操
(財)長寿社会開発ｾﾝ
ﾀｰ

15
高齢者の方が日常生活や、さまざまなつどいの中で楽しく健康づくりができるように
それぞれちがう３つの体操を紹介。

Ａ０１９ ○
よりよい介護生活を送るため
に

東京ｼﾈ・ﾋﾞﾃﾞｵ㈱ 東京ｼﾈ・ﾋﾞﾃﾞｵ㈱ 2000 28
このビデオは、実際に介護に直面している方々の介護の現場を取材して、そこから
介護を乗り切るための具体的な知識や方法を学ぶ。

Ａ０２０ ○
ホームヘルプサービスの危
機管理

①危機予防マネジメント　②
危機対処マネジメント

NPO法人ケア・セン
ターやわらぎ

中央法規出版 2001 各23

危機を恐れるあまりに自己防御的になっていたのでは、ホームヘルプサービスの
質を確保し維持することはできません。本ビデオには、利用者が必要とする質の高
いサービスを提供するために、起こりうる危機を見定め、予防し、危機発生に際し
ても的確な対処を行うためのノウハウ

Ａ０２１ ○
在宅介護の基礎と実践　第1
巻

在宅介護の進め方・体を動か
す介助

NHKｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾅﾙ 1996 53
第1巻①在宅介護を始める時　②介護体制を整える　③好ましい住環境
第2巻①大切な基本動作　②ベッドの上の介助　③立ち上がりや歩行の介助

Ａ０２２ ○
在宅介護の基礎と実践　第2
巻

食事のお世話と工夫・健康
チェック・薬の服用

NHKｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾅﾙ 1996 52
第3巻①お年寄りの体と食事　②お年寄りに合った調理方法　③食事の介助　④自
助具の活用
第4巻①健康チェックのポイント　②薬の服用と管理

Ａ０２３ ○
在宅介護の基礎と実践　第３
巻

排泄の自立と介助・清潔の介
助と工夫

NHKｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾅﾙ 1996 60
第5巻①トイレの工夫と介助　②便器の介助　③おむつの介助
第6巻①入浴の知識と介助　②清拭・部分浴のお世話

Ａ０２４ ○
在宅介護の基礎と実践　第４
巻

床ずれの知識・防ぎ方・衣類
の選び方と着替えの介助

NHKｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾅﾙ 1996 54
第7巻①床ずれの基礎知識　②床ずれの予防とケア
第8巻①着替えの効用　②衣類の選び方　③着替えの介助

Ａ０２５ ○
在宅介護の基礎と実践　第５
巻

応急処置の心得・お年寄りが
気をつけたい病気

NHKｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾅﾙ 1996 54

第9巻①大切な応急処置　②発作のときの応急処置　③救急車の手配　④事故の
ときの処置方法
第10巻①お年寄りの病気の特徴　②気になる症状とかかりやすい病気　③心のケ
アの大切さ

Ａ０２６ ○
在宅介護の基礎と実践　第６
巻

認知症の始まり；その進行と
リハビリ

NHKｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾅﾙ 1996 58
第11巻①認知症の始まり　②接し方とリハビリ　③施設や病院を積極的に利用する
第12巻①認知症の進行　②対応と治療　③社会と共に生きる

Ａ０２７ ○
在宅介護の基礎と実践　第７
巻

家庭でのリハビリ・言語障害
のリハビリ

NHKｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾅﾙ 1996 60
第13巻①生活のためのリハビリ　②リハビリを成功させる３つのポイント　③心のリ
ハビリ
第14巻①言語障害の基礎知識　②家庭でのお世話　③有効なグループ訓練

Ａ０２８ ○
在宅介護の基礎と実践　第８
巻

上手な睡眠・寝たきりを防ぐ NHKｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾅﾙ 1996 52
第15巻①お年寄りの睡眠について　②生活リズムを整える　③寝室の環境づくりと
寝具の選び方
第16巻①寝たきりという現象　②寝たきりゼロへの１０か条

Ａ０２９ ○
在宅介護の基礎と実践　第９
巻

お年寄りを理解する・住まい
の工夫

NHKｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾅﾙ 1996 52
第17巻①お年寄りの大切さ　②お年寄りの体を理解する　③お年寄りの心を理解
する
第18巻①お年寄りと住宅改造　②住宅改造の実例　③理想的な住環境

Ａ０３０ ○
在宅介護の基礎と実践　第
10巻

便利な福祉機器・在宅介護の
相談と支援

NHKｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾅﾙ 1996 57

第19巻①福祉機器の効用と選び方　②福祉機器の種類と使い方　③これからの福
祉機器
第20巻①介護保険と介護サービスの利用　②介護サービスの種類　③様々な相談
窓口

Ａ０３１ ○ すこやかシルバー介護１
寝たきりの人の介護１　～在
宅介護の準備～

NHKｿﾌﾄｳｪｱ 2001 30
・在宅介護の準備　・介護に適した部屋　・シーツの取りかえ方　・床ずれの予防　・
体調チェック表　・福祉サービスについて
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Ａ　高齢者福祉

分類番号 VHS DVD タイトル サブタイトル 企画 製作 制作年度 時間（分） 内容

Ａ０３２ ○ すこやかシルバー介護２
寝たきりの人の介護２　～か
らだをきれいにさわやかに～

NHKｿﾌﾄｳｪｱ 2001 30
・からだのふき方　・便器の使い方　・尿器の使い方　・おむつのかえ方　・しものお
世話　・自力でトイレに行く工夫

Ａ０３３ ○ すこやかシルバー介護３ 楽しい食事の工夫 NHKｿﾌﾄｳｪｱ 2001 30
・歯が悪くなった人のための食事　・のみ込みが悪くなった人のための食事　・食が
細くなったときの料理

Ａ０３４ ○ すこやかシルバー介護４ 痴ほう症の人の介護 NHKｿﾌﾄｳｪｱ 2001 30
・痴ほう症の主な原因（アルツハイマー病、血管性）　・痴ほう症の人に起きやすい
症状（妄想、徘徊、せん妄、異常行動、暴力行為）　・一人で抱え込まないために

Ａ０３５ ○ すこやかシルバー介護５
寝たままでできるリハビリ体
操

NHKｿﾌﾄｳｪｱ 2001 30 ・腹式呼吸と肩の運動　・股関節とひざの運動　・腰と腹筋の運動

Ａ０３６ ○ すこやかシルバー介護６ 安心できる住まいの工夫 NHKｿﾌﾄｳｪｱ 2001 30
・家の中の危険なポイント　・玄関や居室の段差解消の工夫　・使いやすいトイレの
工夫　・安全な浴室の工夫　・住宅改造のポイントと相談窓口

Ａ０３７ ○ すこやかシルバー介護７ 便利な福祉用具の選び方 NHKｿﾌﾄｳｪｱ 2001 30
・ベッドの選び方　・車椅子の選び方　・ポータブルトイレの選び方　・移動用リフトの
種類　・福祉用具を選ぶポイント　・福祉用具のための助成制度

Ａ０３８ ○ すこやかシルバー介護８ 知っておきたい福祉サービス NHKｿﾌﾄｳｪｱ 2001 30
・福祉サービスの種類　・訪問サービス　・通所サービス　・入所サービス　・相談窓
口

Ａ０３９ ○
ホームヘルパーのための実
践ﾋﾞﾃﾞｵ

こころに響く接遇 中央法規出版 中央法規出版 2000 39

いま、ホームヘルプサービスにおける「接遇」の重要性が問われています。「こころ
に響く接遇」とは？このﾋﾞﾃﾞｵでは、利用者が主役となる「接遇」のあり方を、ロール
プレイングや実際の介護場面を通して分かりやすく解説します。また、接遇改善の
方法についても概説します。

Ａ０４０ ○
介護技術ビデオ「シリーズ動
く」第１巻

１　ボディメカニクス 中央法規出版 2000 23
「人体の構造」「ボディメカニクス」「ボディメカニクス８つの原則」を８つのＱｕｅｓｔｉｏｎ
とＣＧ・実験映像・イラストでわかりやすく解説します。また、介護場面では一連の動
作の中で「ボディメカニクス」がどう活用されているかを学びます。

Ａ０４１ ○
介護技術ビデオ「シリーズ動
く」第２巻

２　「座る」を支援する 中央法規出版 2000 33
アクティブな生活の出発点としての「座る」ことに視点をあて、座ることができなく
なった場合の弊害を理解し、座位の効果と重要性を学びます。

Ａ０４２ ○
介護技術ビデオ「シリーズ動
く」第３巻

３　「歩く」を支援する 中央法規出版 2000 32
生活空間を広げ自己実現を可能にする「歩く」ことに視点をあて、立ち上がりや歩
行のメカニズム、高齢者の歩き方の特徴を理解します。

Ａ０４３ ○
誰でもできる高齢者の口腔ケ
ア　第１巻

１　基礎知識・準備編 中央法規出版 中央法規出版 2003 46

①簡単（誰にでも短期間にできる）、②安全（誤嚥など危険がない）、③省力（看護・
介護負担の低下）、③有効（確実な効果）、④普遍性（誰が行っても同等の有効
性）、⑤経済性（誰でもが実施できる費用）、⑥１口腔単位（口腔全体の清掃）のコ
ンセプトで開発された、口腔ケア標準マニュアル（口腔ケアシステム）を紹介しま
す。

Ａ０４４ ○
誰でもできる高齢者の口腔ケ
ア　第２巻

２　実践編 中央法規出版 中央法規出版 2003 39

①簡単（誰にでも短期間にできる）、②安全（誤嚥など危険がない）、③省力（看護・
介護負担の低下）、③有効（確実な効果）、④普遍性（誰が行っても同等の有効
性）、⑤経済性（誰でもが実施できる費用）、⑥１口腔単位（口腔全体の清掃）のコ
ンセプトで開発された、口腔ケア標準マニュアル（口腔ケアシステム）を紹介しま
す。

Ａ０４５ ○
痴呆の人の体験世界を感じ
てみよう

痴呆介護の原点として
㈱シルバーチャンネ
ル

高齢者痴呆介護研究
研修東京センター

2003 30
同じ場面にいても痴呆の人は思いがけない体験をしています。痴呆の人に関わる
原点として、痴呆の人の目線に切り替えてその体験を感じ取る試みをしてみましょ
う。

Ａ０４６ ○ ユニットケアのポイント
入居者一人ひとりの生活を支
えるために

高齢者痴呆介護研究
・研修東京センター

中央法規出版 2004 20

ユニットケアは、入居者一人ひとりを尊重し、その人らしい生活を支えるために、
様々な実践の積み重ねによって生まれた、高齢者の尊厳を支える手法として考え
られています。このビデオでは、ユニットケア施設研修をもとに、各施設がユニット
ケアを導入するうえで欠くことのできない視点を簡潔にまとめました。

3 



Ａ　高齢者福祉

分類番号 VHS DVD タイトル サブタイトル 企画 製作 制作年度 時間（分） 内容

Ａ０４７ ○ ユニットケアのハードウェア 生活の場としての高齢者施設
認知症介護研究
・研修東京センター

中央法規出版 2005 23 これからの高齢者施設の建設を考えるうえで考慮すべきポイント等をまとめます。

Ａ０４８ ○
困難事例等の対応技術
ケア計画の作成と記録・報告
の技術　Ⅰ

ホームヘルパー養成研修・実
技講習用ビデオ

財団法人　長寿社会
開発
センター

東京シネ・ビデオ株
式会社

1998 33
独居で虚弱な高齢者の援助・認知症高齢者と多くの困難を抱えた家族への援助
（このビデオは困難事例等の対応技術（1級課程）、ケア計画の作成と記録・報告の
技術（2級課程）の２教科に対応できる内容となっております。）

Ａ０４９ ○
困難事例等の対応技術
ケア計画の作成と記録・報告
の技術　Ⅱ

ホームヘルパー養成研修・実
技講習用ビデオ

財団法人　長寿社会
開発
センター

東京シネ・ビデオ株
式会社

1998 25
重介護を要する家族への援助
（このビデオは困難事例等の対応技術（1級課程）、ケア計画の作成と記録・報告の
技術（2級課程）の２教科に対応できる内容となっております。）

Ａ０５０ ○
ホームヘルパーの役割と可
能性（全２巻）

①暮らしを支える②思いを支
える

中央法規出版㈱ 佐賀由彦事務所 2004 41・43

①｢主体性」｢継続性」｢個別性」の３つをキーワードに、在宅における利用者の生活
をとらえ、その時の援助者の姿勢や視点について、事例をとおして考えます。
②利用者の思いや希望をどのように感じ取り、受け止め、信頼関係を築きながら支
えていくのかについて、事例をとおして考えます。

Ａ０５１ ○
看護・介護職のための”持ち
上げない”移動・移乗技術

“持ち上げない”から始めよ
う！

中央法規出版㈱ （株）グループ現代 2005 37

北欧で広く普及している“利用者の力を引き出し”“介助者にもやさしい”移動・移乗
技術について、最も基本となる考え方と技術を紹介しています。腰痛に悩む看護・
介護職のみなさんへ、利用者と介助者の双方にとってやさしい移動・移乗技術を提
案します。

Ａ０５２ ○
ひとり一人が輝く認知症ケア
シリーズ①心の奥に気づくに
は？[メッセージの読み取り]

インターメディカ インターメディカ 2006 30

入居者とスタッフの散歩の記録ビデオ、ビデオを見て話し合うスタッフ・ミーティン
グ、CGで見るケアのプロセス、「気づき」から、料理に加わることができた入居者、
失語症の入居者の目を見て、意思を読み取る、重度アルツハイマー病の入居者が
声・目・手で伝える意思表示、「気づき」から、靴下の穴かがりを実践してみせる例、
「植物が大好き」と気づく大切さ

Ａ０５３ ○
ひとり一人が輝く認知症ケア
シリーズ②居場所探し[帰宅
願望]

インターメディカ インターメディカ 2006 30

入居者の夜間外出に、スタッフが付き添う記録ビデオ、ビデオを見て話し合うスタッ
フ・ミーティング、外出した方と一緒に戻るスタッフ、「帰宅願望」によりホームを歩き
回る入居者、ホームの姿勢とスタッフの取り決め、日々起こる帰宅願望に対応する
ケアの実例、生活歴と残っている力に応じた暮らしの組み立て、役割の発見、庭に
野菜畑を作り、ホームが居場所になった実例

Ａ０５４ ○
ひとり一人が輝く認知症ケア
シリーズ③おいしく食べるに
は？[食のケア]

インターメディカ インターメディカ 2006 30

入居を拒み、拒食した方の記録ビデオ、ビデオを見て話し合うスタッフ・ミーティン
グ、行動障害のひとつ―拒食が解消された実例、手づかみで食べる方へのケア、
好きなものを自由に食べられるケア、重度の認知症のある人の声や目、手の動き
による意思表示、おいしく食べるケア、入居者とスタッフがいっしょに取り組む「メ
ニュー作り」

Ａ０５５ ○
ひとり一人が輝く認知症ケア
シリーズ④気持ちのよい排泄
とは？[排泄のケア]

インターメディカ インターメディカ 2006 30

放尿を見たスタッフのインタビューの記録ビデオ、ビデオを見て話し合うスタッフ・
ミーティング、室内の放尿に関するスタッフの話し合い、室内での放尿の報告に応
えて、ケアの課題を解き明かすホーム長、ひとり一人の排泄パターンを記録した排
泄表、本人が発しているメッセージに「気づく」重要性、自尊心を傷つけない誘導の
大切さ

Ａ０５６ ○
グループホームでのターミナ
ルケア

今、私たちにできること 日本介護支援協会 シルバーチャンネル 2005 31

「住み慣れた場所で、その人らしく最期を迎えるための、医療・介護のあり方」＝『福
祉ターミナルケア』。４つのグループホームの事例発表会から、利用者・家族・医
療・施設スタッフとの関わりを見つめ、グループホームでの福祉ターミナルケアにつ
いて考えていく。

Ａ０５７ ○ 住み慣れた場所で私らしく
在宅ターミナルケアを支える
ケアマネージャーの役割

日本介護支援協会 シルバーチャンネル 2005 21
在宅ターミナルケアを迎える高齢者は、年々増加傾向を示している。在宅ターミナ
ルケアの実態調査報告を踏まえ、ケアマネージャーの役割について考えていく。

Ａ０５８ ○
求められる地域介護サービ
スと認知症ケア（全２巻）

東京ｼﾈ・ﾋﾞﾃﾞｵ㈱ 東京ｼﾈ・ﾋﾞﾃﾞｵ㈱ ３２・５１

2006年4月からの介護保険制度改正により、認知症や中重度の病気、障害があっ
ても、できる限り住み慣れた地域でこれまでの生活が継続できるよう新たなサービ
ス体系として地域密着型サービス　小規模多機能型居宅介護が創設された。
この制度とサービスの実際、事例検討に基づく認知症ケアのこれからを考える。

Ａ０５９ ○
第１巻　「入れ歯」紛失から学
ぶ

介護現場のリスクマネジメント
（施設編）

ピース・クリエイト有
限会社

ピース・クリエイト有
限会社

2006 29
①「自分が入りたい施設」をめざして開設されたアルペンハイツ　②重大事故を乗り
越えて　③アルペンハイツの「入れ歯」紛失の件から学ぶ　④「リスクマネジメント」
の取り組みで明るい職場が　⑤田中とも江さんのまとめのコメント

4 



Ａ　高齢者福祉

分類番号 VHS DVD タイトル サブタイトル 企画 製作 制作年度 時間（分） 内容

Ａ０６０ ○
第２巻　ヒヤリ・ハットをその
ままにしない

介護現場のリスクマネジメント
（施設編）

ピース・クリエイト有
限会社

ピース・クリエイト有
限会社

2006 28

① 「利用者の満足」をモットーにオープンしたクロスハート栄・横浜　②「まあいい
か」が招いたヒヤリ・ハット
③.ＩＳＯを取得し安心・安全の質の向上をめざす　④事故を起こさない取り組みは、
質の高い、利用者に安心と、満足のサービスを提供する要　⑤.田中とも江さんのま
とめのコメント

Ａ０６１ ○ 個室化・ユニットケア 特養ホームはこう変わる
地域ケア政策ネット
ワーク

地域ケア政策ネット
ワーク

60

「個室化・ユニットケア」の基本となる考え方を従来型の特別養護老人ホームとの
比較や、これまで個室化
の推進をはばんできた誤解に基づく「懸念」に対する検証等を紹介する施設職員・
自治体職員等を対象にした研修用ビデオ。

Ａ０６２ ○
認知症の基礎知識とケア（第
１巻）

認知症の症状と理解 丸善㈱ 丸善㈱ 30

記憶のメカニズム→中核症状→周辺症状や行動上の問題、という関連を理解し、
認知症の患者に対する合理的で創造的な援助の基礎を詳説する。
・認知症とは？認知症の症状（中核症状と周辺症状）、記憶のメカニズム、認知症
による障害（記名力障害、実行機能の障害、見当識の障害）

Ａ０６３ ○
認知症の基礎知識とケア（第
２巻）

認知症の早期診断と治療 丸善㈱ 丸善㈱ 31

介護される客体でしかなかった認知症の患者を、生きる主体として認識し、その人
生を支援するには、能力が保たれている早期の段階から患者を含めたケアチーム
を作っていかなければならない。その前提となる早期診断、治療、支援について解
説する。
・早期診断の重要性、認知症の診断、認知症の治療、認知症による生活の支障

Ａ０６４ ○
認知症の基礎知識とケア（第
３巻）

認知症のリハビリテーション 丸善㈱ 丸善㈱ 21
進行した患者に対するケアの考え方を、精神医学的な視点から学ぶ。なぜ排泄の
失敗が増え、それに対していかなる介護が合理的であるかを解説する。
・認知症のリハビリテーション、記憶の強化（メモリー・トレーニング）

Ａ０６５ ○
認知症の基礎知識とケア（第
４巻）

認知症の支援
～ケアの手がかりと周辺症状へ
の対応～

丸善㈱ 丸善㈱ 21

患者が早期診断を受け、自身の生活を可能な限り維持し、やがては通所リハビリ
制度や家事援助を利用し、さらに進行すれば在宅介護、さらには施設ケアにと、移
行するプロセスを追って、その対応の仕方を理解する。
日常行動援助の原則、ＡＤＬの介助（排泄など）、ＢＰＳＤへの対応（精神症状や問
題行動、徘徊、妄想）

Ａ０６６ ○
認知症の基礎知識とケア（第
５巻）

人権の擁護と施設のリスク管
理

丸善㈱ 丸善㈱ 29

虐待防止法、成年後見制度、個人情報保護法、地域福祉権利擁護事業など、高齢
者の権利擁護に関わる法律、制度の概略を理解する。
・人権擁護の考え方、高齢者虐待防止法、認知症医療における人権擁護、介護
サービス利用における人権擁護、経済活動における人権擁護（成年後見制度な
ど）

Ａ０６７ ○
項目別　介護技術のコツと実
践　ＶＯＬ1

身体を動かす・日頃の健康管
理

（有）デジタルメディア
企画

（有）デジタルメディア
企画

60

＜身体を動かす＞・ベッドの上で身体の向きを変える・ベッドの上で起き上がる・
ベッドから足を下ろして座らせる・ベッドから移る・ベッド上での楽な体位
＜日頃の健康管理＞・日頃の健康管理・家庭で出来る腰痛体操・高齢者の筋力ト
レーニング

Ａ０６８ ○
項目別　介護技術のコツと実
践　ＶＯＬ2

もしもの対応・リハビリテー
ション

（有）デジタルメディア
企画

（有）デジタルメディア
企画

46

＜もしもの対応＞・転倒防止・脳卒中で急に倒れたら・緊急時の対応・異物がのど
につまったら・薬の知識
＜リハビリテーション＞・寝たまま出来るリハビリ訓練（介護者が行なう場合）・寝た
まま出来るリハビリ訓練(本人が行なう場合)・座って出来るリハビリ訓練・立って行
なうリハビリ訓練

Ａ０６９ ○
項目別　介護技術のコツと実
践　ＶＯＬ3

清潔を保つ・排せつのお世話
（有）デジタルメディア
企画

（有）デジタルメディア
企画

50
＜清潔を保つ＞・部屋の環境・身体の清潔・清拭・パジャマの着替え方・入浴のお
世話・床ずれ・尖足予防
＜排せつのお世話＞・トイレの工夫・便器について・おむつについて

Ａ０７０ ○
高齢者ケアのための感染症
予防　1

手洗いの基本
(株)ジャパン通信情
報センター

(株)ジャパン通信情
報センター

2004 12

感染症は、菌の数が一定量を超えたときに起こります。したがって、菌の数をでき
るだけ減らすことが、感染の予防に大きな効果をもたらします。高齢者のケアをす
る際にも、石鹸を使い流水で強めにもみ洗いをすれば、短時間でほとんどの菌を
除去できます。このビデオでは、最も身近で有効な感染の予防対策である｢手洗
い｣の基本と、一般的な消毒を紹介します。

Ａ０７１ ○
高齢者ケアのための感染症
予防　2

Ｏ-157と食中毒
(株)ジャパン通信情
報センター

(株)ジャパン通信情
報センター

2004 14

世間を騒がせている病原性大腸菌Ｏ-157は、食物や水などにより感染します。この
菌の感染性や毒性は｢赤痢菌｣並みといわれ、二次感染を起こしやすいのが特徴
です。しかし、熱に弱く、一般的な食中毒の予防法を守っていれば感染の心配はあ
りません。このビデオでは、食品の購入方法や保存のポイント、食材についた菌の
除去、残った料理の保存法、一般的な食中毒の予防法などについて解説します。

5 



Ａ　高齢者福祉

分類番号 VHS DVD タイトル サブタイトル 企画 製作 制作年度 時間（分） 内容

Ａ０７２ ○
高齢者ケアのための感染症
予防　3

ＭＲＳＡ
(株)ジャパン通信情
報センター

(株)ジャパン通信情
報センター

2004 13

院内感染の代表格となっている「ＭＲＳＡ」はメチシリン耐性黄色ブドウ球菌といい、
ペニシリンの一種であるメチシリンをはじめ、多くの抗生物質が効かなくなった耐性
菌です。寝たきりになったお年寄りなど、抵抗力が弱くなった人に感染しやすく、病
院や老人福祉施設だけでなく在宅ケアの現場にも持ち込まれるようになっていま
す。このビデオでは、ＭＲＳＡの除菌の方法や、保菌者に対してサービスを提供す
るときポイントについて解説します。

Ａ０７３ ○
高齢者ケアのための感染症
予防　4

Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎
(株)ジャパン通信情
報センター

(株)ジャパン通信情
報センター

2004 11

日本人の肝臓病の約80％は、肝炎ウィルスが原因です。肝炎のなかでもＢ型とＣ
型は血液が感染源となり、慢性化する場合があるので、お年寄りのケアをする際に
も注意が必要です。このビデオでは、食事や排泄、入浴を介助するときのポイント
や、食器や器具、消毒の方法などについて解説します。

Ａ０７４ ○
高齢者ケアのための感染症
予防　5

疥癬（ひぜんだに）
(株)ジャパン通信情
報センター

(株)ジャパン通信情
報センター

2004 11

疥癬は俗称「ひぜん」とも呼ばれ、ヒゼンダニが寄生して起こる皮膚病です。第二次
世界大戦後の衛生状態の悪いときに多発しましたが、最近では老人ホームなどの
共同生活者の間での感染や、デイサービスやデイケアなど、在宅サービスの利用
者の間での感染も増えています。このビデオでは、疥癬の病状やその特徴、感染
者のケアをするときのポイント、器具や寝具の消毒の方法などについて解説しま
す。

Ａ０７５ ○
介護職のコミュニケーション
技術

利用者とかかわるスキルの習得と実践 中央法規出版㈱ ㈱グループ現代 2014 83 Ⅰ生活場面別のコミュニケーション　　Ⅱ障害別のコミュニケーション

Ａ０７６ ○ 潜在力を引き出す介助 部分介助・拘縮へのアプローチ 佐賀由彦事務所 75
潜在力を引き出す介助とは　Ⅰ評価に基づく部分介助へのアプローチ　　Ⅱ拘縮予
防・軽減へのアプローチ

Ａ０７７ ○
喀痰吸引・経管栄養の手順と
留意点

中央法規出版㈱ 中央法規出版㈱ 2012 60
○医療倫理とチーム医療○喀痰吸引○経管栄養○救急蘇生法○「医療的ケア」に
かかわる方々へ

Ａ０７８ ○
根拠に基づく生活支援技術
の基本

見てわかる利用者主体と自立支
援の実践

中央法規出版㈱ 佐賀由彦事務所 2015
①91
②73
③95

Ｄｉｓｃ1-基本動作の支援　感染の予防/ボディメカニクスの応用/体位と姿勢の変換の介助/
移動と移乗の介助　　Ｄｉｓｃ２-生活行為の支援①　食事の介助/口腔ケアの介助/排泄の介
助　　Ｄｉｓｃ３-生活行為の支援②　衣服の着脱の介助/入浴と清潔の保持の介助/整容の
介助/ベッドメイキング

Ａ０７９ ○
認知症の人といっしょに生き
る

中央法規出版㈱
（社福）浴風会ケアス
クール

2008 68
第１部　認知症という病気と認知症の講堂・心理症状への対応
第２部　認知症ケアを施設改革のきっかけに
第３部「新たな支え合い」を地域につくる

Ａ０８０ ○
新セルフチェック基礎介護技
術

根拠から理解して身につける 中央法規出版㈱ ㈱グループ現代 2008 137
共通因子から学ぶ、基礎介護技術　　領域①体位変換　領域②移乗・移動介助
領域③更衣介助　領域④食事介助　領域⑤清潔介助　領域⑥排泄介助

Ａ０８１ ○
高齢者のレクリエーション支
援

遊びが福祉を豊かにする （株）アローウィン 2013 59

○「楽しいレクリエーション」の時間を作るにはどうしたらいいのか？○筋トレ、脳トレで活力は生み出
せるのか？○認知症の高齢者にはどのようなレクリエーションが向いているのか？○特別養護老人
ホームでのレクリエーションはどんな形で行われているのか？○有料老人ホームならではのレクリ
エーションとは？○レクリエーションと地域との関係は？

Ａ０８２ ○
体験！利用者の気持ちを感
じ取るトレーニング　（初級
編）

介護におけるコミュニケーション技術 （株）アローウィン 2009 55
三択問題として５２事例。解答を三つの選択肢から選ぶ三択問題です。利用者が
どのような思いでいるのか、なぜそのような顔をするのか、その表情やしぐさから気
持ちを読み取るトレーニングです。

Ａ０８３ ○
体験！利用者の気持ちを感
じ取るトレーニング　（中級･
上級編）

介護におけるコミュニケーション技術 （株）アローウィン 2009 57
推測問題として３７事例。微妙な表情やちょっとしたしぐさから利用者の気持ちを読
み取り、推測するトレーニングです。

Ａ０８４ ○
「いまを生きるを大切に」
ＩＣＦの視点によるこれからの
介護

第１巻
介護の新しい視点ＩＣＦ

東京ｼﾈ・ﾋﾞﾃﾞｵ㈱ 東京シネ・ビデオ㈱ 24
１、認知障害をとらえるＩＣＦの視点　　２、医学モデルと社会モデルによる介護
３、ＩＣＦの視点を活かしたケアの実践　　４、ＩＣＦの分類をケアに活かす

Ａ０８５ ○
「いまを生きるを大切に」
ＩＣＦの視点によるこれからの
介護

第2巻
利用者のニードと食事・入浴・排
泄におけるケア

東京ｼﾈ・ﾋﾞﾃﾞｵ㈱ 東京シネ・ビデオ㈱ 38
１、ＩＣＦの視点から見直す食事の介護
２、ＩＣＦの視点から見直す入浴の介護
３、ＩＣＦの視点から見直す排泄の介助
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Ａ　高齢者福祉

分類番号 VHS DVD タイトル サブタイトル 企画 製作 制作年度 時間（分） 内容

Ａ０８６ ○
「いまを生きるを大切に」
ＩＣＦの視点によるこれからの
介護

第3巻
ＩＣＦの視点によるケアプラン

東京ｼﾈ・ﾋﾞﾃﾞｵ㈱ 東京シネ・ビデオ㈱ 27
１、ＩＣＦの障害のとらえ方
２、ＩＣＦの視点を活かすケアプラン
３、本人の可能性を活かす介護

Ａ０８７ ○ 新・感染症対策シリーズ
第１巻
これだけは知っておきたい感染
症の基礎知識

ジャパン通信情報セ
ンター

ジャパン通信情報セ
ンター

2009 20

Ａ０８８ ○ 新・感染症対策シリーズ 第2巻　ノロウイルス
ジャパン通信情報セ

ンター
ジャパン通信情報セ

ンター
2009 12

Ａ０８９ ○ 新・感染症対策シリーズ 第3巻　結核
ジャパン通信情報セ

ンター
ジャパン通信情報セ

ンター
2009 11

Ａ０９０ ○ 新・感染症対策シリーズ 第4巻　インフルエンザ
ジャパン通信情報セ

ンター
ジャパン通信情報セ

ンター
2009 16

Ａ０９１ ○
Working for Welfare
～Clues to the Future～
　将来への手掛かり

笑顔を支えるプロフェッショナル
千葉県福祉人材セン

ター
2015 52

福祉の仕事　魅力発信DVD
精神保健福祉士・保育士・看護師・介護福祉士・社会福祉士・介護支援専門員

Ａ０９２ ○
老健施設の介護のやりがい
と魅力

公益社団法人
全国老人保健施設協

会
9

Ａ０９３ ○

認知小児なっても安心して暮
らせるまちづくりを目指し
て・・・

～認知症声かけ模擬訓練とＳＯ
Ｓネットワーク作りへの挑戦～

ＮＰＯ法人はなのい
え

ＮＰＯ法人はなのい
え

2016 20
ＮＰＯ法人　はなのいえでは、認知症の理解と地域で認知症をもつ方を支える為の
啓発を目的に、姫路市と協働で「認知症声かけ模擬訓練」を実施しました。この度、
その訓練の様子をＤＶＤにしました！

Ａ０９４ ○
「動き出しは本人から」の介
護実践

利用者の思いに気づく、力を
活かす

中央法規出版 2019 122

介護技術で利用者を動かすのではなく、利用者の動き出しを待ち、適切な支援で
動きをつなぐ。この「動き出しは本人から」の考え方と実践方法を解説する。丁寧な
解説、実践演習、利用者映像等により、利用者主体のかかわりの意味と大切さ、
効果を伝える。

Ａ０９５ ○
 改訂長谷川式簡易知能評
価
 スケールの手引き

  臨床現場における正しい
  使い方と活かし方

　　著者：長谷川和夫
　　解説：加藤伸司

NHKエンタープライズ
発行所：中央法規出

版
2020

長谷川式認知症スケールは、誤まった方法でテストをする方も多く、スケールの使
い方を
開設した一冊。結果を臨床やケアの場面で活用する方法も紹介。付属のＤＶＤで
は、長谷川和夫先生自らがスケールを実演。

Ａ０９６ ○
ゆうゆう倶楽部通信
リズム手拍子で頭の体操

一般財団法人
ふくしまをリハビリで

元気にする会

Ａ０９７ ○ 私たちが考えた介護 介護予防体操　ｖｅｒｓｉｏｎ　Ｘ
一般財団法人

ふくしまをリハビリで
元気にする会

Ａ０９８ ○
利用者にも介助者にも
安心・快適な介護技術

現場の「困った！」を解決でき
る

グループ現代 2020 120 体重差・体格差があっても、お互いに負担なく続けられる介助方法がココにあります。

Ａ０９９ ○
ミニドラマで考える介護職員
のための不適切ケア防止

第一法規株式会社 2022 32
事例1：利用者の尊厳を軽視した接遇　事例２：利用者の要望への不誠実な対応
事例３：利用者の行動の制限　事例４：利用者のﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰへの配慮に欠けた行動
事例５：利用者の自立・自律を妨げる効率重視の行動

Ａ１００ ○
ミニドラマで考える介護職員
のためのハラスメント予防と
対応

第一法規株式会社 2022 35
事例1：パワーハラスメント　事例2：セクシュアルハラスメント
事例3：マタニティハラスメント　事例４：利用者からのハラスメント
事例5：利用者家族からのハラスメント
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